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□

要

旨

正
岡
子
規
は
生
涯
に
二
千
首
程
度
の
漢
詩
を
残
し
て
い
る
。
そ
れ
ら
の
う
ち
か
ら
自
選
し
て
『
漢
詩
稿
』
一
冊
を
纏
め
て
い
る
。
こ
れ
を
対
象

に
考
察
す
る
と
、
中
国
古
典
を
借
用
し
な
が
ら
み
ず
か
ら
の
漢
詩
作
品
を
構
築
し
た
例
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
本
稿
で
は
、
そ
れ
ら
の
中
か

ら
主
要
な
作
品
を
採
り
上
げ
、【
典
拠
】
と
そ
の
【
解
釈
】、
ま
た
作
品
の
【
通
釈
】
と
を
試
み
た
。
そ
の
結
果
、
子
規
の
中
国
文
化
に
関
す
る
考

え
方
の
特
色
を
析
出
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

□

キ
ー
ワ
ー
ド

正
岡
子
規

漢
詩
稿

中
国
古
典
の
受
容

子
規
の
中
国
観
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序
正
岡
子
規
（
一
八
六
七
〜
一
九
〇
二
）
は
十
二
歳
か
ら
漢
詩
を
作
っ
て
以
来
、
生
涯
で
漢
詩
を
二
千
首
ほ
ど
世
に
残
し
て
い
る
。
数
多
く

の
漢
詩
か
ら
自
選
し
て
、
自
ら
記
録
し
直
し
た
も
の
を
綴
じ
て
残
し
た
の
が
「
漢
詩
稿
」
一
冊
で
あ
る
。

ち
な
み
に
、
陳
生
保
著
『
森
鷗
外
の
漢
詩
』
上
（
明
治
書
院
、
平
成
五
年
六
月
）
に
拠
れ
ば
、
夏
目
漱
石
の
漢
詩
二
〇
七
首
、
森
鷗
外
の

漢
詩
二
二
四
首
が
あ
る
（
二
八
頁
）。
比
較
す
れ
ば
、
正
岡
子
規
の
漢
詩
は
二
人
の
約
一
〇
倍
に
相
当
す
る
が
、
子
規
漢
詩
の
研
究
は
漱
石
、

鷗
外
ほ
ど
盛
ん
で
は
な
い
の
で
あ
る
。

本
稿
で
は
、
講
談
社
版
『
子
規
全
集
』
第
八
巻
（
昭
和
五
一
年
七
月
）
所
収
の
「
漢
詩
稿
」
及
び
そ
の
書
き
下
し
文
に
基
づ
き
、
子
規

の
漢
詩
を
考
察
対
象
に
、
中
国
古
典
文
化
を
借
用
し
自
分
の
漢
詩
世
界
を
彩
っ
た
子
規
の
歩
み
を
辿
り
な
が
ら
、
子
規
の
中
国
文
化
観
を

析
出
す
る
こ
と
を
試
み
る
。

ま
ず
十
二
歳
頃
、
習
作
し
た
五
言
絶
句
を
取
り
挙
げ
る
。
こ
れ
が
子
規
の
最
初
の
漢
詩
で
あ
る
と
み
な
さ
れ
る
。
な
お
タ
イ
ト
ル
の
あ

と
の
（

）
の
内
の
Ｍ
記
号
は
、
明
治
の
略
記
を
示
す
。

聞
子
規
（
Ｍ
11
）

子
規
を
聞
く

一
声
孤
月
下

一
声
孤
月
の
下

啼
血
不
堪
聞

啼
血

聞
く
に
堪
へ
ず

半
夜
空
欹
枕

半
夜
空
し
く
枕
を
欹そ
ば
だつ
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古
郷
万
里
雲

古
郷
万
里
の
雲

こ
の
詩
で
は
承
句
に
子
規
の
喀
血
を
重
ね
合
わ
せ
、
結
句
に
つ
い
て
も
、
故
郷
の
松
山
を
思
っ
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
偶
数
句
末

の
「
聞
・
雲
」
が
韻
を
踏
む
の
は
、
言
う
ま
で
も
な
く
、
難
業
と
さ
れ
る
平
仄
の
規
則
も
き
ち
ん
と
守
ら
れ
て
い
る
。
少
年
子
規
の
漢
文

の
造
詣
に
驚
か
さ
れ
る
。
注
意
す
べ
き
は
、〈
啼
血
〉
と
い
う
言
葉
が
少
年
子
規
の
漢
詩
に
初
め
て
出
た
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
は
子
規
自

ら
が
宿
命
的
な
も
の
を
予
言
し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
さ
え
、
思
わ
せ
ら
れ
る
。「
杜
鵑
啼
血
」（
杜
鵑
が
血
を
啼
く
）
と
い
う
成
語
は

果
し
て
子
規
の
運
命
に
秘
め
ら
れ
て
い
た
の
か
。

以
下
、
本
稿
を
四
節
に
分
け
、
各
観
点
か
ら
作
品
の
発
表
の
年
代
順
に
、
子
規
の
漢
詩
を
考
察
し
て
い
こ
う
と
思
う
。
本
稿
で
は
1
か

ら
11
ま
で
は
、
中
国
典
故
・
成
語
の
原
文
を
表
す
。
子
規
漢
詩
の
タ
イ
ト
ル
に
○
を
付
け
る
。
な
お
子
規
漢
詩
が
典
拠
と
一
致
す
る
箇
所

に
傍
線
を
付
け
て
表
記
す
る
。

一
、
子
規
漢
詩
に
見
る
中
国
典
故
・
成
語

1

孟
母
三
遷

も
う
ぼ
さ
ん
せ
ん

孟
母
断
機

も
う
ぼ
だ
ん
き

○
孟
母
断
機
（
Ｍ
14
）

孟
母

機
を
断
つ

教
育
最
思
三
変
遷

教
育

最
も
思
ふ

三
変
遷

千
秋
万
歳
姓
名
伝

千
秋
万
歳

姓
名
伝
は
る

正
岡
子
規
漢
詩
の
考
察
（
張
）
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一
機
繒
帛
絲
千
縷

一
機
の
繒ソ
ウ

帛ハ
ク

糸
千
縷

散
作
七
篇
明
道
篇

散
じ
て
七
篇
の
明
道
篇
と
作
る

○
見
学
校
女
生
有
感
（
Ｍ
14
）

学
校
の
女
生
を
見
て
感
あ
り

干
戈
全
戢
学
斯
文

干カ
ン

戈ク
ワ

全す
べ

て
戢を
さ

ま
り
て
斯
文
を
学
ぶ

黽
勉
只
求
才
気
伸

黽
勉
し
て
只
求
む

才
気
の
伸
ぶ
る
を

想
像
女
児
成
長
後

想
像
す

女
児

成
長
の
後

家
家
必
見
断
機
人

家
々
必
見
ん

断
機
の
人
を

【
典
拠
】

①

劉
向
『
列
女
伝
』（
漢
）

孟
母
姓
逸
氏
、
孟
子
之
母
。
夫
死
。
狭
子
以
居
。
三
遷
為
教
。
及
孟
子
稍
長
、
就
学
而
帰
。
母
方
織
。
問
曰
。
学
何
所
至
矣
。
対
曰
。

自
若
也
。
母
憤
因
以
刀
断
機
。
曰
。
子
之
廃
学
、
猶
吾
之
断
斯
機
也
。
孟
子
惧
。
旦
夕
勤
学
。
遂
成
亜
聖
。

②

『
三
字
経
』（
作
者
未
詳
）

昔
孟
母
、
択
隣
処
。
子
不
学
、
断
機
杼
。

【
典
拠
解
釈
】

典
拠
①
と
②
は
量
的
に
は
違
う
が
、
内
容
的
に
は
ほ
ぼ
一
致
す
る
。
教
育
の
環
境
が
子
供
に
及
ぼ
す
影
響
と
、
学
問
の
大
切
さ
を
、
そ
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れ
ぞ
れ
強
調
し
て
い
る
。

孟
子
の
母
は
逸
を
姓
に
す
る
。
夫
が
死
ん
だ
後
、
幼
い
孟
子
と
暮
ら
し
て
い
る
。
そ
の
家
が
墓
場
の
近
く
に
あ
っ
て
、
孟
子
が
い
つ
も

葬
式
の
ま
ね
を
し
て
遊
ん
で
い
た
の
で
、
母
は
心
配
し
て
市
場
の
そ
ば
へ
移
っ
た
。
今
度
は
商
売
の
ま
ね
ば
か
り
し
て
い
る
の
で
、
ま
た

心
配
し
て
学
校
の
近
く
へ
転
居
し
た
。
今
度
は
、
礼
儀
作
法
な
ど
学
習
の
ま
ね
ご
と
を
し
て
遊
ぶ
よ
う
に
な
っ
た
。
母
は
喜
び
、
こ
こ
を

居
所
に
定
め
た
。
こ
れ
は
「
孟
母
三
遷
」
と
言
う
。

孟
子
が
少
し
大
き
く
な
っ
て
、
あ
る
日
、
孟
子
が
学
問
を
怠
っ
て
家
に
帰
っ
て
く
る
と
、
機
織
り
を
し
て
い
た
母
親
は
、
織
っ
て
い
た

織
物
を
断
ち
切
っ
て
「
学
問
を
中
途
で
や
め
る
の
は
、
私
が
織
り
か
け
の
織
物
を
断
ち
切
る
よ
う
な
も
の
だ
」
と
戒
め
た
。「
孟
母
断
機
」

と
い
う
典
故
は
こ
の
話
に
由
来
す
る
。

【
漢
詩
通
釈
】

教
育
の
話
題
と
い
う
と
、
孟
子
の
母
が
三
回
家
を
引
っ
越
し
た
こ
と
が
思
い
出
さ
れ
る
。
そ
の
美
名
は
千
秋
万
歳
に
伝
わ
っ
て
い
る
。

孟
母
の
織
っ
た
き
れ
い
な
絹
は
、
糸
が
細
く
長
く
引
き
垂
れ
、
散
じ
る
と
（
七
色
の
絹
の
如
く
）
教
育
に
つ
い
て
綴
っ
た
七
篇
の
名
文
に

変
わ
る
だ
ろ
う
。

干
戈
が
全
て
お
さ
ま
る
と
（
平
和
に
な
る
と
）、
こ
れ
か
ら
知
識
を
学
ぶ
時
代
に
入
る
。
努
力
し
て
ひ
た
す
ら
に
才
能
を
伸
ば
す
こ
と
を

求
め
る
。
今
日
の
女
の
子
が
大
き
く
な
っ
た
ら
、
孟
母
の
よ
う
な
家
庭
教
育
を
厳
し
く
し
た
人
々
を
必
ず
見
出
す
だ
ろ
う
。

正
岡
子
規
漢
詩
の
考
察
（
張
）
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2

四
面
楚
歌

し
め
ん
そ

か

○
詠
史
（
Ｍ
15
）

詠
史

昔
日
良
姻
今
悪
姻

昔
日

良
姻

今

悪
姻

鶴
岡
堂
裡
翠
眉
顰

鶴
ヶ
岡
堂
裡

翠
眉
顰ひ
そ

む

数
声
歌
曲
数
行
涙

数
声
の
歌
曲

数
行
の
涙

想
看
当
年
虞
美
人

想
ひ
看
る

当
年
の
虞
美
人

【
典
拠
】
司
馬
遷
『
史
記
』
巻
七
「
項
羽
本
記
」（
漢
）

項
王
軍
壁
垓
下
、
兵
少
食
尽
。
漢
軍
及
諸
侯
兵
囲
之
数
重
。
夜
稲
漢
軍
四
面
皆
楚
歌
、
項
王
乃
大
驚
曰
。
漢
皆
已
得
楚
乎
？

是
何
楚

人
之
多
也
。
項
王
則
夜
起
、
飲
帳
中
。
有
美
人
名
虞
、
常
幸
従
。
駿
馬
名
騅
，
常
騎
之
。
於
是
項
王
乃
悲
歌
慷
慨
，
自
為
詩
曰
。
力
拔
山

兮
気
盖
世
、
時
不
利
兮
騅
不
逝
。
騅
不
逝
兮
可
奈
何
、
虞
兮
虞
兮
奈
若
何
。
歌
数
茨
、
美
人
和
之
。
項
王
泣
数
行
下
、
左
右
皆
泣
，
莫
能

仰
視
。

【
典
拠
解
釈
】

楚
の
項こ
う

羽う

が
漢
の
高
祖
（
劉り
ゅ
う

邦ほ
う

）
の
軍
に
垓が
い

下か

（
現
、
安
徽
省
蚌ぼ
う

埠ふ

市
）
で
囲
ま
れ
た
。
夜
に
な
っ
て
、
城
壁
の
回
り
を
四
方
か
ら
囲
む

敵
の
漢
軍
の
中
の
者
が
盛
ん
に
項
羽
の
故
郷
で
あ
る
楚
の
地
方
の
歌
を
歌
う
。
そ
れ
を
聞
い
た
項
羽
は
、「
漢
軍
は
す
っ
か
り
わ
が
楚
の

地
を
手
に
入
れ
て
し
ま
っ
た
の
か
、
な
ん
と
楚
の
人
が
多
い
こ
と
よ
」
と
言
っ
て
、
頼
み
に
し
て
い
た
本
拠
地
も
す
で
に
漢
に
降
伏
し
た
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の
か
と
絶
望
し
た
。
形
勢
利
あ
ら
ず
と
悟
っ
た
項
羽
は
、
別
れ
の
宴
席
を
設
け
た
。
項
羽
に
は
虞
美
人
と
い
う
愛
妾
が
お
り
、
虞
美
人
と

の
別
れ
を
惜
し
み
悲
憤
を
詩
に
詠
ん
だ
。
虞
美
人
も
こ
れ
に
唱
和
し
、
項
羽
は
涙
を
流
し
、
臣
下
た
ち
も
皆
涙
を
流
し
た
。
後
に
虞
美
人

は
剣
で
自
殺
し
た
。
項
羽
は
残
る
僅
か
な
兵
を
連
れ
て
出
陣
し
、
囲
み
を
破
っ
て
南
へ
向
か
っ
た
。
烏
江
と
い
う
長
江
の
渡
し
場
に
至
っ

て
逃
げ
る
と
こ
ろ
も
な
く
て
自
ら
首
を
刎
ね
て
死
ん
だ
。
項
羽
の
死
に
よ
っ
て
「
楚
漢
の
争
い
」
は
幕
を
閉
じ
、
劉
邦
は
天
下
を
統
一
し

て
漢
の
王
朝
を
開
く
の
で
あ
る
。

【
漢
詩
通
釈
】

昔
の
幸
せ
な
婚
姻
が
今
は
悪
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
鶴
ヶ
岡
堂
の
中
で
は
、
美
し
い
眉
を
顰
め
た
女
が
夫
を
待
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
。

彼
女
は
涙
を
こ
ぼ
し
な
が
ら
小
さ
な
声
で
歌
を
歌
っ
て
い
る
。（
今
そ
の
様
子
を
見
て
）
往
年
の
（
楚
王
項
羽
と
離
別
し
た
）
虞
美
人
の
運
命

が
想
像
さ
れ
る
。

3

桃と
う

園え
ん

結け
つ

義ぎ

○
玄
徳
桃
園
結
義
図
（
Ｍ
15
）

玄
徳

桃
園
に
義
を
結
ぶ
の
図

九
州
々
裡
乱
如
麻

九
州
々
裡

乱
る
る
こ
と
麻
の
如
し

歃
血
英
雄
憂
漢
家

歃
血
し
て
英
雄

漢
家
を
憂
ふ

好
是
後
園
春
爛
漫

好
し
是
れ
後
園

春

爛
漫

丹
心
染
出
万
桃
花

丹
心
染
め
出
す

万
桃
の
花

正
岡
子
規
漢
詩
の
考
察
（
張
）
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【
典
拠
】『
三
国
志
平
話
』
巻
二
（
元
、
作
者
未
祥
）

後
有
一
桃
園
、
園
内
有
一
小
亭
。
飛
遂
邀
二
公
、
亭
上
置
酒
。
三
人
歓
飲
。
飲
間
、
三
人
各
序
年
甲
：
徳
公
最
長
、
関
公
為
次
、
飛
最

小
。
以
此
大
者
為
兄
、
小
者
為
弟
。
宰
白
馬
祭
天
、
殺
烏
牛
祭
地
。
不
求
同
日
生
、
只
願
同
日
死
。
三
人
同
行
同
坐
同
眠
。
誓
為
兄
弟
。

【
典
拠
解
釈
】

三
国
時
代
、
劉
備
、
関
羽
、
張
飛
の
三
人
が
町
の
市
場
で
出
会
っ
た
。
こ
の
三
人
は
互
い
に
親
し
み
、
一
緒
に
酒
を
飲
ん
だ
後
、
張
飛

の
屋
敷
の
裏
の
桃
園
で
、
義
兄
弟
と
な
る
誓
い
を
結
び
、
生
死
を
共
に
す
る
宣
言
を
行
っ
た
。
徳
公
で
あ
る
劉
備
は
年
上
だ
か
ら
、
兄
と

な
り
、
次
に
関
羽
、
張
飛
は
そ
の
次
の
弟
と
な
る
。
馬
と
牛
を
殺
し
て
そ
れ
ら
で
天
地
を
祭
る
。
こ
の
話
は
「
桃
園
の
誓
い
」
と
も
呼
ぶ
。

典
拠
の
中
の
「
宰
白
馬
祭
天
、
殺
烏
牛
祭
地
」
は
、「
白
い
馬
を
殺
し
そ
れ
の
血
で
天
を
祭
り
、
黒
い
牛
を
殺
し
、
そ
の
血
で
地
を
祭
る
」

と
い
う
意
味
で
あ
る
。
子
規
は
そ
う
し
た
典
拠
を
受
け
入
れ
「
歃
血
」
と
い
う
言
葉
に
ま
と
め
た
。「
歃
」
は
「
少
し
飲
む
」
と
い
う
意
味
。

だ
か
ら
「
歃
血
」
は
「
血
を
少
し
飲
む
」
と
な
る
。
古
代
の
中
国
人
は
盟
約
を
結
ぶ
と
き
、
誠
心
を
表
す
た
め
に
動
物
の
血
を
舐
め
る
。

そ
れ
は
「
歃
血
」
と
呼
ば
れ
る
。

【
漢
詩
通
釈
】

九
州
の
大
地
に
麻
の
如
く
入
り
乱
れ
た
戦
い
が
起
こ
っ
た
。（
い
け
に
え
の
）
血
を
注
ぎ
、
そ
れ
を
互
い
に
す
す
っ
て
誓
っ
た
英
雄
た
ち

は
、
漢
の
王
朝
の
将
来
を
心
配
す
る
。
ち
ょ
う
ど
住
ま
い
の
裏
の
桃
園
が
春
爛
漫
の
季
節
に
、（
私
た
ち
の
）
真
心
は
、
万
朶
の
桃
花
を

染
め
出
す
の
で
あ
ろ
う
。
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4

蕭
何
月
下
追
韓
信

○
題
蕭
何
逐
韓
信
図
（
Ｍ
16
）

蕭セ
ウ

何カ

の
韓カ
ン

信シ
ン

を
逐お

ふ
の
図
に
題
す

天
下
知
己
幾
人
有

天
下

知チ

己キ

幾
人
か
有
る

英
豪
空
斂
回
日
手

英
豪
空
し
く
斂を
さ

む

回
日
の
手

去
項
帰
劉
亦
被
棄

項
を
去
り
劉
に
帰
せ
し
も

亦
棄
て
ら
れ

単
騎
加
鞭
侵
夜
走

単
騎

鞭
を
加
へ

夜
を
侵
し
て
走
る

胸
裡
韜
畧
無
由
用

胸
裡
の
韜
畧

用
ふ
る
に
由
無
く

丈
夫
心
中
甚
不
平

丈
夫
の
心
中

甚
だ
平
ら
か
な
ら
ず

竊
嘆
到
処
志
不
遂

竊ひ
そ

か
に
嘆
ず

到
る
処

志
遂
げ
ざ
る
を

明
主
何
事
失
其
明

明
主

何
事
ぞ

其
の
明
を
失
へ
り

嬴
秦
喪
鹿
九
土
裂

嬴エ
イ

秦シ
ン

鹿
を
喪う
し
なひ
て
九
土
裂
け
た
り

宜
及
此
時
博
大
名

宜
し
く
此
の
時
に
及
ん
で
大
名
を
博
す
べ
し

若
得
擢
用
竭
其
力

若も

し
擢
用
せ
ら
れ
て
其
の
力
を
竭つ
く

す
を
得
ば

百
戦
汗
馬
不
惜
生

百
戦
汗
馬

生
を
惜
し
ま
ざ
ら
ん

枯
葉
帯
風
片
々
墜

枯
葉

風
を
帯
び
て

片
々
と
し
て
墜
ち

自
疑
背
後
追
騎
至

自み
づ
から

疑
ふ

背
後
に
追
騎
至
る
か
と

何
計
漢
軍
知
己
在

何
ぞ
計
ら
ん

漢
軍
に
知
己
在
り

正
岡
子
規
漢
詩
の
考
察
（
張
）

―9―



蕭
相
逐
我
来
此
地

蕭
相
我
を
逐
つ
て
此
の
地
に
来
る

馬
首
復
向
漢
中
還

馬
首
復ま
た

漢
中
に
向
か
つ
て
還
り

尓
後
竟
上
真
王
位

爾
後
竟
に
真
の
王
位
に
上
る

【
典
拠
】
司
馬
遷
『
史
記
』
巻
九
二
「
淮
陰
侯
列
伝
」（
漢
）

淮
陰
侯
韓
信
者
、
淮
陰
人
也
。
始
為
布
衣
時
、
貧
無
行
、
不
得
推
擇
為
吏
。
又
不
能
治
生
商
賈
、
常
従
人
寄
食
飲
。（
中
略
）
漢
王
之

入
蜀
、
信
亡
楚
帰
漢
、
未
得
知
名
。（
中
略
）
上
拜
以
為
治
粟
都
尉
。
上
未
之
奇
也
。
信
数
与
蕭
何
語
、
何
奇
之
。
至
南
鄭
、
諸
将
行
道

亡
者
数
十
人
。
信
度
何
等
已
数
言
上
、
上
不
我
用
、
即
亡
。
何
聞
信
亡
、
不
及
以
聞
、
自
追
之
。
人
有
言
上
曰
、
丞
相
何
亡
。
上
大
怒
、

如
失
左
右
手
。
居
一
二
日
、
何
来
謁
上
。
上
且
怒
且
喜
、
罵
何
曰
、
若
亡
、
何
也
。
何
曰
、
臣
不
敢
亡
也
。
臣
追
亡
者
。
上
曰
、
若
所
追

者
誰
。
何
曰
、
韓
信
也
。
上
復
罵
曰
、
諸
将
亡
者
以
十
数
、
公
無
所
追
、
追
信
詐
也
。
何
曰
、
諸
将
易
得
耳
、
至
如
信
者
、
国
土
無
双
、

王
必
欲
長
王
漢
中
、
無
所
事
信
、
必
欲
争
天
下
、
非
信
無
所
与
計
事
者
、
顧
王
策
安
所
決
耳
。
王
曰
、
吾
亦
欲
東
耳
、
安
能
鬱
鬱
久
居
此

乎
。
何
曰
、
王
計
必
欲
東
、
能
用
信
。
信
即
留
、
不
能
用
、
信
終
亡
耳
。
王
曰
、
吾
為
公
以
為
将
。
何
曰
、
雖
為
将
、
信
必
不
留
。
王
曰
、

以
為
大
将
。
何
曰
、
幸
甚
。（
後
略
）

【
典
拠
解
釈
】

後
に
淮
陰
侯
と
な
っ
た
韓
信
は
、
も
と
も
と
淮
陰
（
現
、
江
蘇
省
淮
安
市
）
出
身
の
人
で
あ
る
。
当
初
一
平
民
だ
っ
た
頃
に
は
、
貧
し

く
て
品
行
が
悪
か
っ
た
た
め
に
、
役
人
に
推
挙
し
て
も
ら
え
な
か
っ
た
。
ま
た
、
商
売
を
し
て
生
計
を
立
て
る
こ
と
も
で
き
ず
、
い
つ
も

人
に
食
べ
さ
せ
て
も
ら
っ
て
い
た
。（
中
略
）
漢
王
（
劉
邦
）
が
蜀
の
地
に
入
っ
た
時
、
韓
信
は
楚
か
ら
逃
亡
し
て
漢
に
帰
属
し
た
が
、

―10―



名
を
知
ら
れ
る
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。（
中
略
）
漢
王
の
劉
邦
は
、
韓
信
に
治
粟
都
尉
の
位
を
授
け
た
。
し
か
し
そ
の
才
能
に
興
味
を
示

し
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
韓
信
は
し
ば
し
ば
蕭
何
と
話
し
合
い
、
蕭
何
は
韓
信
の
才
能
を
評
価
し
た
。
南
鄭
の
地
に
到
着
す
る
頃
に
は

劉
邦
麾
下
の
将
軍
で
同
行
し
た
者
の
内
、
逃
亡
し
た
者
が
数
十
人
い
た
。
韓
信
は
、
蕭
何
ら
が
既
に
幾
度
も
推
挙
し
て
も
ら
え
る
の
に
、

漢
王
は
自
分
を
抜
擢
し
て
く
れ
な
い
と
わ
か
っ
て
、
逃
亡
し
た
。
蕭
何
は
韓
信
が
逃
亡
し
た
と
聞
く
や
否
や
、
漢
王
に
報
告
も
せ
ぬ
ま
ま
、

自
ら
韓
信
を
追
っ
た
。
こ
の
こ
と
を
漢
王
に
報
告
す
る
者
が
あ
り
、「
丞
相
の
蕭
何
が
逃
亡
い
た
し
ま
し
た
」
と
報
告
し
た
。
漢
王
は
大

い
に
怒
っ
た
。
一
日
二
日
す
る
と
蕭
何
は
戻
っ
て
き
て
漢
王
に
お
目
通
り
し
た
。
漢
王
は
怒
り
且
つ
喜
ん
で
蕭
何
を
怒
鳴
り
つ
け
、「
お

前
が
逃
亡
す
る
と
は
ど
う
い
う
わ
け
だ
」
と
言
っ
た
。
蕭
何
は
、「
私
は
畏
れ
多
く
も
逃
亡
な
ど
い
た
し
ま
せ
ん
。
私
は
逃
亡
者
を
追
っ

て
い
た
の
で
す
」
と
言
っ
た
。
漢
王
は
、「
お
前
が
追
っ
て
い
た
と
い
う
の
は
誰
だ
」
と
言
っ
た
。
蕭
何
は
、「
韓
信
で
す
」
と
言
っ
た
。

漢
王
は
再
び
怒
鳴
り
つ
け
て
言
っ
た
、「
将
軍
た
ち
で
逃
亡
し
た
者
は
多
い
が
、
あ
な
た
は
（
そ
れ
ら
を
）
追
わ
な
か
っ
た
。
韓
信
を
追
っ

た
と
い
う
の
は
嘘
だ
」
と
。
蕭
何
は
言
っ
た
、「
他
の
将
軍
た
ち
は
い
く
ら
で
も
獲
得
で
き
ま
す
が
、
韓
信
の
よ
う
な
人
物
は
国
家
的
な

人
材
で
、
二
人
と
は
お
り
ま
せ
ん
。
漢
王
様
が
漢
中
の
地
で
ず
っ
と
王
で
あ
り
た
い
と
い
う
な
ら
、
韓
信
を
使
わ
な
く
て
も
い
い
で
す
。

ど
う
し
て
も
天
下
を
争
い
た
い
と
い
う
な
ら
、
韓
信
以
外
に
共
に
計
略
の
為
に
使
う
人
物
は
お
り
ま
せ
ん
。
王
の
今
後
の
作
戦
に
つ
い
て

考
え
ま
す
に
、
ど
こ
で
そ
れ
を
決
め
る
の
で
し
ょ
う
か
」
と
。
漢
王
は
言
っ
た
、「
私
も
や
は
り
東
方
の
地
が
欲
し
い
。
ど
う
し
て
こ
ん

な
所
に
鬱
鬱
と
し
て
長
く
留
ま
っ
て
お
ら
れ
よ
う
か
」
と
。
蕭
何
は
言
っ
た
、「
王
様
が
ど
う
し
て
も
東
方
支
配
を
お
望
み
な
ら
、
韓
信

を
お
使
い
に
な
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
韓
信
は
す
ぐ
に
こ
の
地
に
残
り
ま
し
ょ
う
。
お
使
い
に
な
る
こ
と
が
出
来
な
い
な
ら
、
韓
信
は
結

局
逃
亡
し
ま
す
」
と
。
漢
王
は
「
私
は
貴
公
の
意
見
を
納
れ
て
韓
信
を
将
軍
に
し
よ
う
」
と
言
っ
た
。
蕭
何
は
言
っ
た
。「
将
軍
に
し
て

や
っ
て
も
、
韓
信
は
決
し
て
残
り
ま
す
ま
い
」
と
。
漢
王
は
そ
こ
で
「
大
将
に
し
よ
う
」
と
言
う
と
、
蕭
何
は
「
か
た
じ
け
の
う
存
じ
ま

す
」
と
言
っ
た
。（
後
略
）

正
岡
子
規
漢
詩
の
考
察
（
張
）
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子
規
は
典
拠
の
「
亡
楚
帰
漢
」
を
「
去
項
帰
劉
」
に
変
更
し
た
。
典
拠
で
は
、「
上
曰
、
若
所
追
者
誰
。
何
曰
、
韓
信
也
」
は
、
日
本

語
で
訳
す
れ
ば
「
漢
王
の
劉
邦
は
、
あ
な
た
は
誰
を
追
っ
て
行
っ
た
の
か
と
聞
い
た
。
蕭
何
は
、
韓
信
を
追
っ
て
き
ま
し
た
と
答
え
た
」。

そ
れ
は
子
規
の
「
追
騎
」「
蕭
相
逐
我
」
と
一
致
し
て
い
る
。
ま
た
「
馬
首
復
向
漢
中
還
」
の
「
漢
中
」
は
地
名
で
、
現
在
、
陝
西
省
の

西
南
部
に
あ
る
。
そ
こ
は
古
代
か
ら
経
済
的
に
豊
か
な
と
こ
ろ
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。
二
一
九
年
に
劉
邦
は
漢
中
を
占
め
て
漢
中
郡
と

名
付
け
て
以
来
、
そ
こ
は
漢
王
朝
の
発
祥
地
と
見
な
さ
れ
る
。

【
漢
詩
通
釈
】

天
下
で
は
わ
が
志
向
を
知
る
人
が
何
人
あ
る
の
か
？
英
豪
と
言
わ
れ
た
韓
信
は
空
し
く
悲
し
さ
を
お
さ
え
、
時
勢
を
一
変
す
る
腕
（
を

持
っ
て
も
役
立
た
な
い
と
思
っ
て
い
る
）。
彼
は
項
羽
を
離
れ
漢
王
の
劉
邦
に
帰
っ
た
が
、
ま
た
捨
て
ら
れ
る
よ
う
に
重
視
さ
れ
な
い
。
だ
か

ら
夜
、
馬
に
乗
っ
て
鞭
を
加
え
て
（
劉
邦
の
軍
隊
か
ら
）
逃
げ
出
し
た
。
韓
信
は
心
の
う
ち
で
兵
法
を
持
っ
て
い
る
が
、
そ
れ
を
用
い
る

と
こ
ろ
が
な
い
。
そ
し
て
勇
ま
し
い
男
子
と
し
て
の
韓
信
は
甚
だ
し
く
不
平
を
言
い
、
到
る
と
こ
ろ
で
志
を
遂
げ
て
い
な
い
と
、
ひ
そ
か

に
嘆
い
て
い
る
。
明
主
は
い
っ
た
い
何
事
の
た
め
に
そ
の
賢
明
さ
を
失
っ
た
の
か
？
秦
の
始
皇
帝
嬴
政
が
開
い
た
王
朝
は
国
土
を
失
っ

て
潰
れ
て
し
ま
っ
た
。
こ
の
い
い
機
会
を
借
り
て
大
き
な
名
を
博
す
る
べ
き
で
あ
る
。
も
し
（
明
主
か
ら
）
採
用
さ
れ
た
ら
命
を
惜
し
ま

ず
に
全
力
を
尽
し
て
戦
う
の
だ
。
枯
れ
葉
が
風
を
帯
び
て
片
々
と
し
て
落
ち
る
。
韓
信
は
、
背
後
か
ら
騎
馬
が
追
い
つ
い
た
の
に
気
付

き
、
漢
の
軍
隊
が
ど
う
し
て
私
の
行
方
が
わ
か
っ
た
の
か
と
自
ら
を
疑
っ
た
。
そ
し
て
（
劉
邦
の
重
臣
）
蕭
何
が
私
を
追
い
か
け
て
こ
こ

に
来
た
の
だ
と
知
っ
た
。
そ
れ
で
、（
韓
信
は
）
馬
の
首
を
引
い
て
ま
た
漢
中
郡
に
向
か
っ
て
帰
っ
た
。
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5

焚
書
坑
儒

ふ
ん
し
ょ
こ
う
じ
ゅ

○
詠
史
（
Ｍ
17
）

畢
竟
祖
龍
謀
太
拙

畢
竟

祖
龍

謀

太は
な
はだ
拙
な
り

興
秦
未
了
又
兦
秦

秦
を
興
し
て
未
だ
了レ
ウ

せ
ざ
る

又

秦
を
亡
ぼ
す

当
年
知
否
焼
書
日

当
年

知
る
や
否
や
書
を
焼
く
日

煽
起
炎
劉
火
徳
新

炎
劉
を
煽
起
し
て
火
徳
新
た
な
ら
し
め
し
を

【
典
拠
】·孔
安
国
『
尚
鰯
』
序
（
漢
）

及
秦
始
皇
滅
先
代
典
籍
、
焚
書
坑
儒
、
天
下
学
士
逃
難
解
散
。

【
典
拠
解
釈
】

秦
の
始
皇
帝
が
書
籍
を
焼
き
、
儒
者
を
穴
埋
め
に
し
た
反
文
化
的
な
大
暴
政
を
、「
焚
書
坑
儒
」
と
言
う
。
始
皇
帝
が
自
己
の
政
策
に

有
害
と
し
て
、
即
位
の
三
四
年
（
紀
元
前
二
一
三
年
）
に
、
丞
相
の
李
斯
の
勧
め
に
よ
っ
て
『
詩
経
』『
書
経
』
な
ど
の
儒
家
の
経
典
を
焼
き
、

翌
年
に
咸
陽
（
現
、
陝
西
省
西
安
市
）
で
、
儒
者
四
六
〇
余
人
を
穴
埋
め
に
し
た
。

【
漢
詩
通
釈
】

秦
の
始
皇
帝
は
も
と
よ
り
謀
略
が
と
て
も
拙つ
た
ない
。
彼
は
秦
を
興
し
た
が
、
間
も
な
く
秦
を
滅
ぼ
し
て
し
ま
っ
た
。
儒
家
の
書
籍
を
焼
い

正
岡
子
規
漢
詩
の
考
察
（
張
）
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た
当
時
に
、
劉
邦
が
炎
を
煽
る
こ
と
が
徳
新
と
な
る
か
否
か
は
、
誰
も
が
知
ら
な
か
っ
た
。

6

三さ
ん

顧こ

茅も
う

廬ろ

○
玄
徳
訪
孔
明
草
廬
図
（
Ｍ
17
）

玄
徳

孔
明
の
草
廬
を
訪お
と
なふ
の
図

三
分
天
下
乱
茫
々

天
下
を
三
分
し
て

乱
る
る
こ
と
茫
々
た
り

野
有
遺
賢
深
自
蔵

野
に
遺
賢
有
り

深
く
自み
づ
から
蔵か
く

る

一
路
隆
中
応
非
遠

一
路

隆
中

応
に
遠
き
に
あ
ら
ざ
る
べ
く

馬
頭
山
水
不
尋
常

馬
頭
の
山
水
も
尋
常
な
ら
ず

【
典
拠
】
陳
寿
『
三
国
志
』（
晋
）
所
収
「
出
師
表
」

臣
亮
言
。
先
帝
創
業
未
半
、
而
中
道
崩
殂
、
今
天
下
三
分
。
益
州
疲
弊
、
此
誠
危
急
存
亡
秋
也
。（
中
略
）
臣
本
布
衣
、
躬
耕
於
南
陽
。

苟
全
性
命
於
乱
世
、
不
求
聞
達
於
諸
侯
。
先
帝
不
以
臣
卑
鄙
、
猥
自
枉
屈
、
三
顧
臣
草
廬
之
中
、
諮
臣
以
当
世
之
事
。
由
是
感
激
、
遂
許

先
帝
以
駆
馳
。（
後
略
）

【
典
拠
解
釈
】

｢出す
い

師し

の
表ひ
ょ
う

」
と
は
、
三
国
時
代
、
蜀
の
丞
相
諸し
ょ

葛か
つ

亮り
ょ
う

（
孔
明
）
が
二
二
七
年
出
陣
に
際
し
、
後
主
劉り
ゅ
う

禅ぜ
ん

に
奉
じ
た
上
表
文
。
先
主
劉り
ゅ
う

備び

の
遺
徳
を
高
め
る
よ
う
に
説
い
た
も
の
で
、
誠
忠
の
情
あ
ふ
れ
た
名
文
と
し
て
有
名
で
あ
る
。
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臣
下
の
諸
葛
亮
は
言
う
。
先
帝
劉
備
は
国
を
興
し
、
志
半
ば
に
し
て
、
途
中
で
崩
御
し
て
し
ま
っ
た
。
今
、
天
下
は
三
分
し
、
益
州
は

潰
れ
そ
う
に
な
る
。
こ
れ
は
誠
に
危
険
な
存
亡
の
秋と
き

と
な
っ
た
。
私
は
元
々
庶
民
で
、
南
陽
と
い
う
地
で
畑
仕
事
を
し
て
い
た
。
苟い
や

し
く

も
性
命
を
乱
世
にま

っ
と
う
全
し
、
聞
達
を
諸
侯
に
求
め
な
い
。
先
帝
は
、
臣
の
卑
鄙
な
る
こ
と
を
気
に
せ
ず
、
自
ら
枉
屈

お
う
く
つ

し
、
私
の
草
盧
を
三
度

尋
ね
て
や
っ
と
面
会
し
、
天
下
を
治
め
る
策
を
話
し
合
っ
た
。
こ
れ
よ
り
感
激
し
て
お
り
、
遂
に
先
帝
に
つ
い
て
宰
相
と
し
て
蜀
の
国
に

奉
仕
す
る
。

『三
国
志
』
で
は
、
劉
備
が
三
回
諸
葛
亮
の
草
廬
を
訪
ね
て
隆
中
で
初
め
て
対
面
し
た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
と
き
は
、

諸
葛
亮
が
荊
州
お
よ
び
益
州
を
攻
略
し
て
地
位
を
固
め
、
呉
の
孫
権
と
手
を
結
ん
で
魏
の
曹
操
に
対
抗
す
べ
き
と
説
い
て
い
る
。
成
語

「
三
顧
茅
廬
」
は
諸
葛
亮
「
出
師
の
表
」
の
「
三
顧
臣
草
廬
之
中
」
と
い
う
句
に
拠
る
。

【
漢
詩
通
釈
】

天
下
を
三
分
し
て
戦
乱
が
起
こ
り
茫
々
と
し
た
状
況
の
中
で
、
世
間
か
ら
忘
れ
ら
れ
た
賢
人
で
あ
る
諸
葛
亮
が
隆
中
（
現
、
湖
北
省
襄

陽
市
）
に
隠
居
し
て
い
た
。
隆
中
ま
で
は
遠
く
な
い
が
、
こ
こ
の
山
水
の
風
景
は
尋
常
で
は
な
い
。

7

赤せ
き

壁へ
き

之の

戦せ
ん

○
前
赤
壁
画
（
Ｍ
17
）

前
赤
壁
の
画

白
露
横
江
赤
壁
秋

白
露

江
に
横
た
は
る

赤
壁
の
秋

清
風
明
月
作
遨
遊

清
風
明
月

遨ガ
ウ

遊イ
ウ

を
作
す

正
岡
子
規
漢
詩
の
考
察
（
張
）
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舳
艫
千
里
今
安
在

舳ヂ
ク

艫ロ

千
里

今
安
く
に
か
在
る

不
及
風
流
一
葉
舟

及
ば
ず

風
流

一
葉
の
舟
に

【
典
拠
】
陳
寿
『
三
国
志
』（
晋
）

先
主
遣
諸
葛
亮
自
結
於
孫
権
、
権
遣
周
瑜
、
程
普
等
水
軍
数
万
、
与
先
主
併
力
、
与
曹
公
戦
於
赤
壁
。
大
破
之
。
焚
其
舟
船
。

【
典
拠
解
釈
】

｢赤せ
き

壁へ
き

の
戦
い
」
と
は
、
中
国
の
後
漢
末
期
の
二
〇
八
年
に
揚
子
江
の
赤
壁
に
お
い
て
起
こ
っ
た
曹
操
の
軍
隊
と
孫そ
ん

権け
ん

・
劉
備
の
連
合

軍
の
間
の
戦
い
で
あ
る
。

先
主
だ
っ
た
劉
備
は
、
孫
権
の
軍
隊
と
連
合
す
る
た
め
に
諸
葛
亮
を
派
遣
し
た
。
孫
権
は
大
将
周
瑜
・
程
普
ら
を
派
遣
し
、
力
を
合
わ

せ
、
赤
壁
で
曹
操
を
大
い
に
破
り
、
曹
操
の
軍
船
を
燃
や
し
た
。
そ
れ
は
ま
さ
に
典
拠
の
「
焚
其
舟
船
」
の
と
お
り
で
あ
る
。
子
規
は
「
舳

艫
千
里
今
安
在
」
と
い
う
句
で
、
焼
か
れ
た
曹
操
の
軍
船
の
様
子
を
描
い
た
の
で
あ
る
。

【
漢
詩
通
釈
】

白
露
が
江
に
横
た
わ
る
秋
頃
、
赤
壁
の
戦
い
を
思
い
出
す
。
清
ら
か
な
風
と
明
る
い
月
が
天
空
へ
昇
っ
て
い
る
。
昔
、
赤
壁
に
千
里
ほ

ど
並
ん
で
い
た
軍
船
は
、
今
ど
こ
に
あ
る
の
か
。
そ
れ
は
あ
っ
て
も
、
風
流
な
一
葉
の
舟
に
及
ば
な
い
だ
ろ
う
。
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8

烽
火
戯
諸
侯

○
遊
寄
席
（
Ｍ
18
）

寄
席

よ

せ

に
遊
ぶ

不
絶
如
絲
口
便
々

絶
え
ざ
る
こ
と
糸
の
如
く

口

便
々
た
り

三
寸
舌
頭
世
情
穿

三
寸
の
舌
頭

世
情
を
穿
つ

半
言
隻
句
皆
觧
頤

半
言
隻
句
に

皆

頤
お
と
が
ひ

を
解
き

楼
上
如
震
人
暄
然

楼
上
震
ふ
が
如
く

人
暄ク
ワ
ン

然
た
り

当
年
若
使
褒
姒
聴

当
年
若も

し
褒ハ
ウ

姒ジ

を
し
て
聴
か
し
む
れ
ば

一
笑
何
用
百
狼
煙

一
笑

何
ぞ
用
ひ
ん

百
の
狼
煙
を

【
典
拠
】
司
馬
遷
『
史
記
』
巻
四
「
周
本
紀
」（
漢
）

褒
姒
不
好
笑
、
幽
王
欲
其
笑
万
方
、
故
不
笑
。
幽
王
允
烽
燧
大
鼓
、
有
寇
至
印
挙
烽
火
。
諸
侯
悉
至
、
至
而
无
寇
、
褒
姒
乃
大
笑
。
幽

王
説
之
、
為
数
挙
烽
火
。
其
後
不
信
、
諸
侯
益
亦
不
至
。

【
典
拠
解
釈
】

褒ほ
う

姒じ

は
西
周
の
幽ゆ
う

王お
う

の
妃
で
あ
る
。
彼
女
は
養
父
が
殺
さ
れ
た
こ
と
を
聞
い
て
恨
み
、
幽
王
の
寵
愛
を
極
め
た
暮
ら
し
で
も
、
十
年
ほ

ど
笑
顔
を
見
せ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
。
幽
王
は
「
誰
か
褒
姒
を
笑
わ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
な
ら
、
黄
金
千
両
を
与
え
る
」
と
い
う
命
令
を

下
し
た
。
あ
る
大
臣
が
「
烽
火
で
諸
侯
と
戯
む
」
と
提
案
し
た
。
古
代
、
烽
火
台
は
軍
事
情
報
を
伝
え
る
も
の
と
し
て
重
要
な
防
御
施
設

正
岡
子
規
漢
詩
の
考
察
（
張
）
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で
あ
る
。
幽
王
は
褒
姒
と
驪
山
に
遊
ん
で
い
る
時
、
烽
火
を
あ
げ
る
。
諸
侯
が
兵
馬
を
率
い
て
駆
け
つ
け
、
幽
王
に
何
事
も
な
い
こ
と
を

知
り
む
な
し
く
戻
っ
て
行
っ
た
。
こ
の
様
子
を
見
た
褒
姒
が
笑
い
を
漏
ら
す
と
幽
王
は
大
喜
び
し
た
。
後
に
敵
が
侵
入
し
、
幽
王
は
烽
火

を
あ
げ
た
が
、
諸
侯
は
前
例
が
あ
る
か
ら
集
ま
ら
ず
、
幽
王
は
殺
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。

【
漢
詩
通
釈
】

演
芸
の
人
が
糸
を
垂
れ
る
よ
う
に
絶
え
ず
喋
っ
て
、
三
寸
の
舌
で
世
情
の
諸
相
を
揶
揄
し
た
。
彼
ら
は
わ
か
り
や
す
く
て
ユ
ー
モ
ア
な

言
葉
で
皆
を
笑
わ
せ
る
。
興
行
場
の
楼
上
が
震
え
る
如
く
、
聞
く
人
が
賑
や
か
に
な
っ
て
い
る
。
も
し
当
年
の
褒
姒
は
こ
の
演
芸
を
見
れ

ば
、
笑
い
出
す
に
違
い
な
い
。
烽
火
の
煙
を
使
う
必
要
が
あ
る
も
の
か
。

9

囊
蛍
映
雪

の
う
け
い
え
い
せ
き

蓬
頭
垢
面

ほ
う
と
う
く
め
ん

○
病
中
作
（
Ｍ
22
）

病
中
の
作

蓼
虫
曾
聴
遂
忘
辛

蓼レ
ウ

虫
も

曾
て
聴
く
遂
に
は
辛
を
忘
る
と

多
病
慣
痾
催
興
頻

多
病

痾
に
慣
れ
て
興
を
催
す
こ
と
頻
り
な
り

褥
裡
恰
宜
伴
黄
巻

褥
裡

恰
も
宜
し

黄
巻
を
伴
ふ
に

枕
辺
却
喜
遠
紅
塵

枕
辺

却
つ
て
喜
ぶ
紅
塵
に
遠
ざ
か
る
を

未
成
窓
雪
囊
蛍
業

未
だ
成
ら
ず

窓
雪
囊
蛍
の
業

且
作
蓬
頭
垢
面
人

且
く
作
る

蓬
頭
垢
面
の
人
と
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鏡
影
自
驚
吟
骨
痩

鏡
影

自
ら
驚
く

吟
骨
の
痩
せ
た
る
に

笑
言
白
鶴
是
前
身

笑
つ
て
言
ふ

白
鶴
ぞ

是
れ
前
身
と

【
典
拠
】

①

李
翰
『
蒙
求
』（
唐
）

孫
康
映
雪

車
胤
聚
蛍

②

魏
収
『
魏
書
』「
封
軌
伝
」（
北
斉
）

君
子
正
其
衣
冠
、
尊
其
瞻
視
、
何
必
蓬
頭
垢
面
、
然
後
為
賢
？

【
典
拠
解
釈
】

①
の
上
句
、
晋
の
孫そ
ん

康こ
う

は
雪
明
か
り
で
読
書
し
た
。
下
句
、
晋
の
車し
ゃ

胤い
ん

は
蛍
を
袋
に
集
め
て
読
書
し
た
。
両
方
と
も
苦
学
の
話
で
あ
る
。

二
人
は
灯
油
を
買
え
な
い
ほ
ど
家
が
貧
し
い
が
、
し
っ
か
り
と
勉
強
し
て
後
に
出
世
し
た
。

②
の
「
蓬
頭
垢
面
」
と
は
、
蓬
の
よ
う
に
も
じ
ゃ
も
じ
ゃ
に
乱
れ
た
頭
髪
と
、
垢
が
つ
い
て
す
っ
か
り
汚
れ
き
っ
た
顔
。『
魏
書
』
中

の
「
封
軌
伝
」
に
こ
の
よ
う
な
話
が
あ
る
。
北
魏
頃
、
封ふ
う

軌き

と
い
う
人
が
い
る
。
彼
は
正
直
で
教
養
が
あ
る
だ
け
で
は
な
く
、
お
し
ゃ
れ

も
好
き
な
人
で
あ
る
。
だ
が
、
身
嗜
み
が
整
わ
な
い
文
人
に
言
わ
れ
て
、
彼
は
こ
う
答
え
た
。「
教
養
人
と
い
う
も
の
は
、
衣
や
冠
の
整

い
具
合
を
大
切
に
す
る
べ
き
だ
。
だ
か
ら
蓬
頭
垢
面
の
姿
を
し
て
い
る
者
は
、
ど
う
し
て
賢
人
で
あ
る
と
言
え
よ
う
か
」。

正
岡
子
規
漢
詩
の
考
察
（
張
）
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【
漢
詩
通
釈
】

嘗
て
蓼
虫
の
声
を
聞
き
、
遂
に
辛
い
こ
と
を
忘
れ
た
。
多
病
で
治
り
に
く
い
病
に
慣
れ
た
が
、
頻
り
に
興
し
を
催
促
さ
れ
る
よ
う
で
あ

る
。
私
は
病
床
の
布
団
の
中
で
ち
ょ
う
ど
書
籍
を
伴
い
眠
り
、
枕
の
も
と
で
紅
塵
に
遠
ざ
か
る
こ
と
を
喜
ん
で
い
る
。
晋
の
孫
康
・
車
胤

の
よ
う
な
「
囊
蛍
映
雪
」
の
業
績
を
遂
げ
て
い
な
い
が
、
い
ち
お
う
蓬
頭
垢
面
の
人
と
成
す
だ
ろ
う
か
。
鏡
に
映
っ
た
影
を
見
て
自
ら
驚

き
な
が
ら
、
骨
ま
で
痩
せ
た
こ
と
を
嘆
い
た
。「
白
鶴
が
私
の
前
世
の
身
で
す
よ
」
と
笑
っ
て
言
っ
た
。

10

病
入
膏
肓

び
ょ
う
に
ゅ
う
こ
う
こ
う

○
寒
園
（
Ｍ
28
）

医
薬
固
無
効

医
薬

固
よ
り
効
無
く

病
根
入
膏
肓

病
根

膏カ
ウ

肓ク
ワ
ウ

に
入
れ
り

今
日
偸
余
命

今
日

余
命
を
偸ぬ
す

む
も

明
朝
且
茫
茫

明
朝

且ま
さ

に
茫
々
た
ら
ん
と
す

【
典
拠
】
左
丘
明
『
左
伝
』「
成
公
十
年
」（
春
秋
）

疾
不
可
為
也
。
在
肓
之
上
、
膏
之
下
、
攻
之
不
可
、
達
之
不
及
、
薬
不
至
焉
、
不
可
為
也
。
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【
典
拠
解
釈
】

春
秋
時
代
、
晋
の
景
公
が
病
気
に
な
り
、
秦
の
国
の
名
医
に
診
て
も
ら
お
う
と
、
派
遣
を
依
頼
し
た
。
秦
の
桓
公
か
ん
こ
う

は
緩か
ん

と
い
う
医
師
を

遣
わ
し
て
治
療
に
当
ら
せ
る
こ
と
に
し
た
。
緩
が
ま
だ
着
か
な
い
う
ち
に
、
景
公
は
、
病
気
が
二
人
の
童
子
と
な
っ
て
話
し
合
う
夢
を
見

た
。
一
人
が
「
緩
は
名
医
だ
か
ら
、
こ
ち
ら
が
や
ら
れ
そ
う
だ
。
ど
こ
に
隠
れ
よ
う
」
と
言
う
と
、
も
う
一
人
は
「
膏
（
心
臓
）
の
下
、

肓
（
横お
う

隔か
く

膜ま
く

）
の
上
に
い
れ
ば
大
丈
夫
だ
よ
」
と
言
っ
た
。
医
者
は
着
く
な
り
、「
こ
の
病
気
は
治
療
で
き
ま
せ
ん
。
膏
（
心
臓
）
の
下
、

肓
（
横
隔
膜
）
の
上
の
病
位
は
、
灸き
ゅ
うも
使
え
ま
せ
ん
し
、
針
も
届
き
ま
せ
ん
。
薬
も
効
き
ま
せ
ん
の
で
、
治
療
は
で
き
ま
せ
ん
」
と
言
っ

た
の
で
、
景
公
は
「
名
医
で
あ
る
」
と
言
っ
て
、
お
礼
を
し
て
秦
に
帰
ら
せ
た
。
数
ヵ
月
後
、
景
公
は
亡
く
な
っ
た
。

成
語
「
病
入
膏
肓
」
は
『
左
伝
』
に
拠
る
も
の
で
あ
る
が
、
子
規
は
ほ
と
ん
ど
成
語
の
ま
ま
韻
を
踏
む
よ
う
に
一
字
を
入
れ
て
「
病
根

入
膏
肓
」
と
書
い
た
。

【
漢
詩
通
釈
】

医
者
と
薬
と
は
固
よ
り
効
か
な
い
。
病
根
が
も
う
心
臓
の
下
、
横
隔
膜
の
上
に
入
り
込
ん
だ
わ
け
だ
。
今
日
は
、
余
命
が
か
す
か
に
残

る
が
、
明
朝
は
、
ま
さ
に
茫
々
と
し
て
そ
の
回
復
は
判
別
で
き
な
い
。

11

三
十
而
立

さ
ん
じ
ゅ
う

じ
り
つ

四
十
不
惑

よ
ん
じ
ゅ
う

ふ
わ
く

○
新
年
書
懐
寄
某
（
Ｍ
29
）

新
年

懐
を
書
し
て

某
に
寄
す

君
家
有
積
善

君
が
家

積
善
有
り
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岡
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吾
家
有
陰
徳

吾
が
家

陰
徳
有
り

孜
孜
副
所
期

孜
孜
と
し
て
期
す
る
所
に
副
へ
ば

家
名
自
是
得

家
名

是
れ
よ
り
得
ん

三
十
而
吾
立

三
十
に
し
て

吾
立
つ

四
十
君
不
惑

四
十
に
し
て

君
惑
は
ず

【
典
拠
】『
論
語
』
為
政
篇

子
曰
。
吾
十
有
五
而
志
于
学
、
三
十
而
立
、
四
十
而
不
惑
、
五
十
而
知
天
命
、
六
十
而
耳
順
、
七
十
而
従
心
所
欲
、
不
踰
矩
。

【
典
拠
解
釈
】

孔
子
が
云
う
。「
私
は
十
五
才
で
（
学
問
の
道
に
入
ろ
う
と
）
決
め
た
。
三
十
才
で
（
学
問
に
対
す
る
自
分
な
り
の
基
礎
）
を
確
立
し
た
。

四
十
才
で
戸
惑
う
こ
と
が
な
く
な
っ
た
。
五
十
才
で
天
命
を
悟
っ
た
。
六
十
で
何
を
聞
い
て
も
動
じ
な
く
な
っ
た
。
七
十
に
な
っ
て
か
ら

は
、
心
の
お
も
む
く
ま
ま
に
行
動
し
て
も
、
道
理
に
違
う
こ
と
が
な
く
な
っ
た
」
と
。

【
漢
詩
通
釈
】

君
の
家
に
は
積
善
が
あ
れ
ば
、
わ
が
家
に
は
陰
徳
が
あ
る
。
孜し

孜し

と
し
て
目
標
を
目
指
し
、
こ
れ
か
ら
一
家
の
名
声
を
揚
げ
る
よ
う
に

な
る
。
三
十
才
で
（
人
生
の
目
標
）
を
確
立
し
、
四
十
才
で
戸
惑
う
こ
と
が
な
く
な
る
。
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二
、
子
規
漢
詩
に
見
る
中
国
古
代
の
詩
人

随
筆
集
『
筆
ま
か
せ
』（
明
治
二
一
年
）
第
一
編
に
お
い
て
「
書
目
十
種
」
と
題
し
て
、
子
規
は
愛
読
書
を
数
え
な
が
ら
、
漢
詩
で
は
白

居
易
の
「
長
恨
歌
」
や
「
琵
琶
行
」
を
挙
げ
て
い
る
。
明
治
二
八
年
春
、
子
規
は
『
杜
工
部
集
』
を
読
ん
だ
後
、「
秋
興
八
首
」「
石
壕
吏
」

「
新
婚
別
」
な
ど
三
〇
首
を
『
竹
乃
里
歌
』（
明
治
三
一
年
）
に
収
め
た
。
そ
れ
に
杜
甫
の
「
三
吏
三
別
」
を
模
倣
し
、「
寒
園
」「
寒
蘆
」「
寒

厨
」
即
ち
「
三
寒
」
と
い
う
長
編
の
漢
詩
を
作
り
出
し
た
。
子
規
は
、
特
に
李
白
と
月
の
伝
説
に
関
心
を
寄
せ
た
ら
し
く
「
養
老
の
月
を

李
白
に
の
ま
せ
は
や
」
と
い
う
句
を
残
し
て
い
る
。
そ
の
ほ
か
に
、
王
維
、
蘇
軾
、
陸
遊
、
韓
愈
な
ど
の
詩
も
愛
読
し
た
。「
頼
山
陽
詩

鈔
後
」
に
「
山
陽
は
神
国
の
一
東
坡
」
の
語
が
あ
る
の
は
、
蘇
東
坡
を
最
も
推
尊
し
て
い
た
一
人
で
あ
る
こ
と
を
示
す
。
ま
た
当
時
の
書

き
抜
き
帳
「
雑
記
」
第
三
号
に
「
東
坡
詩
句
抜
萃
」
と
「
陸
放
翁
詩
句
抜
萃
」
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。

子
規
は
そ
れ
ら
の
詩
人
の
作
品
を
愛
読
し
模
倣
す
る
に
と
ど
ま
ら
な
か
っ
た
。
さ
ら
に
中
国
詩
人
の
性
格
や
運
命
を
自
分
の
心
境
と
交

織
さ
せ
、
何
か
を
表
し
た
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
中
国
古
代
の
有
名
な
詩
人
に
関
す
る
子
規
の
漢
詩
を
取
り
あ
げ
、
そ
の
意
味
を
通
釈
し

て
み
る
。
傍
線
部
の
箇
所
は
中
国
詩
人
の
名
前
あ
る
い
は
そ
れ
に
関
係
す
る
も
の
を
示
す
。

○
武
陵
桃
源
（
Ｍ
17
）

武
陵
桃
源

鶏
犬
数
間
屋

鶏
犬

数
間
の
屋

衣
裳
似
外
人

衣
裳

外
人
に
似
た
り

桃
花
別
天
地

桃
花

別
天
地

正
岡
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不
識
晋
邪
秦

識
ら
ず

晋
か
秦
か

【
漢
詩
通
釈
】

広
い
家
に
鶏
と
犬
が
い
る
。
そ
こ
に
住
ん
で
い
る
陶
淵
明
は
、
変
な
服
を
着
て
い
る
。
そ
の
地
は
桃
の
花
に
囲
ま
れ
て
、
世
の
中
と
は

別
天
地
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
桃
の
花
の
郷
に
い
る
陶
淵
明
は
、
今
は
、
晋
の
時
代
か
、
秦
の
時
代
か
は
、
わ
か
ら
な
い
の
だ
。

○
酔
李
白
（
Ｍ
18
）

満
斟
芙
蓉
殿
上
筵

咽
斟
す

芙
蓉
殿
上
の
筵

笑
揮
酔
筆
坐
君
前

笑
つ
て
酔
筆
を
揮ふ
る

ひ
君
前
に
坐
す

数
行
澆
出
磊
塊
氣

数
行
澆ゲ
ウ

出シ
ュ
ツ

す

磊ラ
イ

塊ク
ワ
イ

の
気

疑
是
銀
河
落
九
天

疑
ふ
ら
く
は
是
れ
銀
河
の
九
天
よ
り
落
つ
る
か
と

【
漢
詩
通
釈
】

李
白
は
、
唐
玄
宗
の
主
催
し
た
宴
会
に
誘
わ
れ
て
、
芙
蓉
と
い
う
美
酒
を
い
っ
ぱ
い
飲
ん
だ
。
彼
は
少
し
酔
い
、
笑
い
な
が
ら
筆
を

揮
っ
て
唐
玄
宗
の
前
で
詩
を
作
っ
た
。
詩
の
字
間
に
逞
し
い
気
魄
が
溢
れ
て
い
る
。
あ
た
か
も
天
の
川
が
天
空
よ
り
落
ち
て
く
る
か
の
よ

う
で
あ
る
。

ま
た
結
句
「
疑
是
銀
河
落
九
天
」
は
、
李
白
の
詩
が
そ
の
ま
ま
引
用
さ
れ
た
。
そ
の
詩
を
以
下
の
よ
う
に
掲
げ
る
。
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▽
望
廬
山
瀑
布
（
李
白
）

廬
山
の
瀑
布
を
望
む

日
照
香
爐
生
紫
煙

日
は
香
爐
を
照
ら
し
て

紫
煙
を
生
ず

遙
看
瀑
布
挂
前
川

遙
か
に
看
る
瀑
布
の

前
川
に
挂
か
る
を

飛
流
直
下
三
千
尺

飛
流
直
下

三
千
尺

疑
是
銀
河
落
九
天

疑
ふ
ら
く
は
是
銀
河
の

九
天
よ
り
落
つ
る
か
と

○
感
懐
（
Ｍ
19
）

老
大
員
零
志
未
成

老
大
し
て
員
零
し

志
未
だ
成
ら
ず

江
湖
何
処
寄
残
生

江
湖

何
れ
の
処
に
か

残
生
を
寄
せ
ん

遼
東
落
日
烽
烟
絶

遼
東
の
落
日

烽
烟
絶
え

台
北
浮
雲
殺
気
横

台
北
の
浮
雲

殺
気
横
た
は
る

憂
国
少
陵
空
病
肺

憂
国
の
少
陵

空
し
く
肺
を
病
み

多
情
杜
牧
尚
談
兵

多
情
の
杜
牧

尚

兵
を
談
ず

枕
戈
死
難
将
軍
在

戈ほ
こ

を
枕
に
し
て
難
に
死
す
る
の
将
軍
は
在
る
も

樽
俎
誰
能
開
泰
平

樽そ
ん

俎そ

も
て
誰
か
能
く

泰
平
を
開
か
ん

【
漢
詩
通
釈
】

私
は
年
を
と
っ
た
が
、
ま
だ
落
ち
着
か
な
い
状
態
で
、
志
を
遂
げ
て
い
な
い
。
広
い
世
の
中
、
一
体
、
ど
こ
で
余
生
を
過
ご
す
の
か
。
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岡
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遼
東
の
落
日
に
日
清
戦
争
の
砲
煙
が
消
え
た
。
台
北
の
浮
雲
に
殺
気
が
横
た
わ
っ
て
い
る
。
憂
国
の
杜
甫
（
号
は
少
陵
）
は
空
し
く
肺
病

に
か
か
っ
て
い
る
。
一
方
で
多
情
の
杜
牧
は
な
お
兵
士
の
話
を
詩
吟
に
す
る
。
兵
器
を
枕
に
し
て
戦
争
で
死
ん
だ
兵
士
は
多
い
が
、
将
軍

は
ま
だ
生
き
て
い
る
。
樽
俎
を
持
つ
将
軍
た
ち
は
誰
が
一
体
平
和
の
世
界
を
創
れ
る
の
か
。

以
上
の
三
首
の
漢
詩
に
は
、
隠
居
し
田
園
生
活
を
送
っ
た
陶
淵
明
、
権
力
に
屈
服
せ
ず
多
才
で
気
ま
ま
の
李
白
、
憂
国
の
杜
甫
、
豪
放

且
つ
多
情
な
杜
牧
、
そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
が
窺
え
る
。
子
規
は
こ
の
四
詩
人
の
特
徴
を
、
自
ら
の
思
い
と
融
合
さ
せ
て
巧
み
に
漢
詩
に
織
り

込
ん
だ
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
は
、
中
国
詩
人
の
多
才
に
負
け
ま
い
と
す
る
子
規
の
プ
ラ
イ
ド
が
見
え
隠
れ
す
る
と
同
時
に
、
多
病
で
自
ら

の
志
を
果
た
せ
な
い
残
念
な
気
持
ち
も
看
取
さ
れ
る
。

三
、
子
規
に
お
け
る
莊
子
の
受
容

荘
子
の
思
想
は
無
為
・
自
然
を
基
本
と
し
、
人
為
を
嫌
う
も
の
で
あ
り
、
俗
世
間
を
離
れ
無
為
の
世
界
に
遊
ぶ
姿
勢
で
展
開
さ
れ
る
。

そ
の
思
想
を
表
す
説
話
と
し
て
「
蝶
の
夢
」
が
あ
る
。「
荘
周
が
夢
を
見
て
蝶
に
な
り
、
蝶
と
し
て
大
い
に
楽
し
ん
だ
と
こ
ろ
、
夢
が
覚

め
る
。
果
た
し
て
荘
周
が
夢
を
見
て
蝶
に
な
っ
た
の
か
、
あ
る
い
は
蝶
が
夢
を
見
て
荘
周
に
な
っ
て
い
る
の
か
」
と
い
う
。

上
京
後
の
子
規
は
〈
荘
子
〉
の
講
義
を
聞
い
て
荘
子
の
思
想
に
興
味
を
示
し
た
ら
し
い
。
次
に
、「
漢
詩
稿
」
か
ら
荘
子
に
関
連
す
る

漢
詩
を
抜
き
出
し
、
そ
の
該
当
箇
所
に
傍
線
を
附
す
。

○
莊
子
蝶
夢
図
（
Ｍ
15
）

莊
子
蝶
夢
の
図
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談
虚
平
素
絶
塵
声

虚
を
談
じ
て
平
素
よ
り
塵
声
を
絶
つ

不
羡
貴
人
軒
冕
栄

貴
人
軒
冕
の
栄
を
羡
ま
ず

化
蝶
夢
魂
貪
喜
楽

蝶
に
化
し

夢
魂

喜
楽
を
貪
る

莊
周
畢
竟
是
多
情

莊
周

畢
竟

是
れ
多
情

【
漢
詩
通
釈
】

荘
子
（
莊
周
と
も
言
う
）
は
も
と
よ
り
〈
虚
〉
を
提
唱
し
、
世
間
の
俗
事
を
断
つ
。
彼
は
権
力
者
と
金
持
ち
の
こ
と
を
羨
ま
し
が
ら
な
い
。

あ
る
日
、
荘
子
は
自
分
が
蝶
と
変
身
し
て
花
の
中
で
楽
し
く
遊
ん
で
い
る
の
を
夢
見
た
。
彼
は
つ
ま
る
と
こ
ろ
実
に
多
情
の
人
な
の
で
あ
る
。

○
芋
小
説
後
似
著
者
某
（
Ｍ
20
）

小
説
の
後
に
題
し
て

著
者
某
に
似し
め

す

夢
中
書
就
事
尤
奇

夢
中
に
書
の
就な

る

事

尤
も
奇
な
り

仮
説
寓
言
写
所
思

仮
説
寓
言
も
て

思
ふ
所
を
写
す

彩
筆
生
花
真
可
羡

彩
筆

花
を
生
ず

真
に
羡
む
べ
く

虚
心
化
蝶
亦
徒
為

虚
心

蝶
に
化
す

亦
徒
為

ト

キ

な
ら
ん
や

秀
英
才
子
麒
麟
種

秀
英
の
才
子

麒
麟
の
種

窈
窕
佳
人
桃
李
姿

窈
窕
た
る
佳
人

桃
李
の
姿

巻
里
名
流
一
堂
会

巻
里
の
名
流

一
堂
に
会
し

共
攄
胸
臆
是
何
時

共
に
胸
臆
を
攄の

ぶ
る
は

是
れ
何
れ
の
時
ぞ
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岡
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【
漢
詩
通
釈
】

夢
の
中
で
書
い
た
事
は
最
も
お
か
し
い
。
仮
説
と
寓
言
を
借
り
て
自
分
の
言
い
た
い
事
を
書
い
て
い
る
。
李
白
は
、
使
っ
て
い
る
筆
の

先
に
花
が
出
て
き
た
と
い
う
夢
を
見
て
か
ら
、
立
派
な
詩
歌
が
作
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
。
そ
れ
は
本
当
に
羨
ま
し
い
。
荘
子
は
虚

し
く
蝶
と
変
身
し
て
到
底
何
も
で
き
な
い
の
だ
。
す
ぐ
れ
た
才
子
は
麒
麟
の
種
の
よ
う
に
注
目
さ
れ
、
美
し
く
し
と
や
か
な
美
人
は
桃
の

花
の
よ
う
に
好
か
れ
る
。
書
籍
の
中
に
は
有
名
人
が
一
堂
に
集
ま
っ
て
い
る
が
、
い
つ
頃
、
皆
で
共
に
思
い
を
述
べ
て
胸
の
中
を
発
散
さ

せ
よ
う
か
。

○
偶
成
（
Ｍ
22
）

甞
来
世
事
幾
甘
辛

世
事
を
嘗な

め
来
る
こ
と

幾
甘
辛

嬉
笑
常
稀
感
慨
頻

嬉
笑

常
に
稀
に
し
て
感
慨
頻
り
な
り

六
歳
帰
郷
民
変
俗

六
歳

郷
に
帰
れ
ば

民

俗
を
変
じ

十
旬
臥
病
硯
畄
塵

十
旬

病
に
臥
せ
ば

硯

塵
を
留
む

為
周
為
蝶
夢
中
夢

周
と
為
り
蝶
と
為
る

夢
中
の
夢

作
仏
作
仙
人
外
人

仏
を
作つ
く

り
仙
と
作な

し

人
外
の
人

開
悟
煉
形
別
無
術

悟
り
を
開
き
形
を
煉
る
も

別
に
術
無
し

蝸
蘆
静
坐
好
安
身

蝸ク
ワ

蘆ロ

に
静
坐
し
て

好
く
身
を
安
ん
ぜ
ん
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【
漢
詩
通
釈
】

世
の
中
で
、
幾
つ
か
の
楽
し
さ
と
辛
さ
を
味
わ
い
な
が
ら
生
き
て
い
る
。
た
ま
に
は
笑
い
戯
れ
る
こ
と
も
あ
る
が
、
人
生
に
嘆
く
こ
と

も
よ
く
聞
こ
え
て
く
る
。
私
は
六
歳
頃
ふ
る
さ
と
に
帰
る
と
、
地
元
の
人
が
俗
事
を
変
え
る
こ
と
に
気
づ
い
た
。
し
か
し
、
私
は
十
年
間

病
気
に
か
か
っ
て
い
る
の
で
、
文
章
を
書
く
こ
と
が
で
き
ず
に
、
硯
に
埃
が
溜
ま
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
い
つ
も
荘
周
と
な
り
、
蝶
と
な

る
こ
と
を
夢
見
る
。
ま
た
人
間
世
界
を
脱
し
て
仏
と
な
り
仙
人
と
も
な
り
た
い
。
そ
れ
に
悟
り
を
開
き
心
を
磨
き
た
い
が
、
残
念
な
が

ら
、
道
術
が
全
く
わ
か
ら
な
い
。
だ
か
ら
、
私
は
蝸
牛
の
よ
う
に
小
屋
に
静
座
し
て
、
身
を
安
住
さ
せ
る
こ
と
を
好
し
と
す
る
。

○
送
夏
目
漱
石
之
伊
予
（
Ｍ
29
）

夏
目
漱
石
の
伊
予
に
之ゆ

く
を
送
る

去
矣
三
千
里

去
け
よ
三
千
里

送
君
生
暮
寒

君
を
送
れ
ば
暮
寒
生
ず

空
中
懸
大
岳

空
中
に
大
岳
懸
か
り

海
末
起
長
瀾

海
の
末
に
長
瀾
起
こ
る

僻
地
交
遊
少

僻
地
交
遊
少
な
く

狡
児
教
化
難

狡
児
教
化
難
か
ら
ん

清
明
期
再
会

清
明
に
再
会
を
期
す

莫
後
晩
花
残

後
る
る
莫
か
れ
晩
花
の
残
ら
ん
と
す
る
に
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【
漢
詩
通
釈
】

君
は
こ
れ
か
ら
遥
か
な
と
こ
ろ
へ
行
く
。
君
を
見
送
る
と
夕
暮
れ
の
寒
さ
が
募
る
。
そ
の
時
、
空
の
中
に
大
山
が
懸
か
り
、
海
の
辺
に

大
波
が
起
こ
っ
た
。
君
の
行
く
と
こ
ろ
は
辺
鄙
で
交
友
も
少
な
い
し
、
ク
ソ
ガ
キ
を
教
え
導
く
こ
と
も
な
か
な
か
難
し
い
。
清
明
に
私
た

ち
が
再
会
す
る
の
を
楽
し
み
に
す
る
。
間
も
な
く
春
の
花
が
散
っ
て
し
ま
う
。（
そ
れ
に
遅
れ
る
こ
と
な
く
、
早
く
、
こ
こ
を
去
り
な
さ
い
。）

明
治
二
九
年
の
正
月
、
漱
石
が
伊
予
の
松
山
で
英
語
教
師
を
し
て
い
た
頃
、
東
京
に
帰
省
し
、
ま
た
松
山
に
戻
っ
て
い
く
。
こ
れ
は
子

規
が
新
橋
駅
で
見
送
っ
た
詩
で
あ
る
。
友
人
に
対
す
る
温
か
な
気
持
ち
が
溢
れ
て
い
る
。「
去
矣
三
千
里
」
は
『
荘
子
』「
逍
遥
遊
」
篇
の

「
水
撃
三
千
里
」
を
踏
襲
す
る
と
思
わ
れ
る
。

四
、
漢
詩
に
見
ら
れ
る
子
規
の
中
国
文
化
観

ま
と
め

子
規
の
中
国
文
化
観
を
考
え
る
前
に
、
彼
の
典
拠
と
な
っ
た
中
国
古
典
を
改
め
て
確
か
め
る
。
本
稿
第
一
節
で
確
認
し
た
よ
う
に
、
そ

の
中
国
関
連
の
も
の
は
『
史
記
』『
三
国
志
』『
尚
鰯
』『
蒙
求
』『
魏
書
』『
左
伝
』『
論
語
』『
列
女
伝
』
に
拠
る
も
の
で
あ
る
。

ま
た
松
山
中
学
で
子
規
は
漢
文
学
の
勉
強
を
し
っ
か
り
と
し
て
い
た
。
渡
部
勝
己
氏
は
『
子
規
全
集
』
第
八
巻
（
前
出
）
の
「
解
題
」

（
六
八
四
頁
）
に
お
い
て
松
井
（
俊
明
）
か
ら
『
文
章
規
範
』『
左
伝
』
の
講
義
を
受
け
同
時
に
、「
八
大
家
や
近
思
録
の
講
義
を
聞
き
、
或

は
四
書
の
何
か
を
論
講
し
て
、
討
論
を
や
っ
た
」
と
い
う
三
並
良
の
証
言
を
紹
介
し
て
い
る
。
当
時
の
松
山
中
学
の
講
義
を
通
し
て
、
子

規
は
「
四
書
五
経
」
や
「
二
十
四
史
」
の
よ
う
な
経
典
を
読
ん
で
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

本
稿
で
は
、「
漢
詩
稿
」
に
収
録
さ
れ
た
子
規
漢
詩
を
中
心
に
考
察
し
て
き
た
。
彼
の
中
国
文
化
観
を
ま
と
め
て
み
る
と
、
お
よ
そ
以

下
の
よ
う
に
な
る
。
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第
一
に
、
子
規
は
儒
家
思
想
の
書
籍
を
大
量
に
読
み
、
正
統
的
且
つ
教
訓
的
な
典
故
を
愛
用
す
る
よ
う
で
あ
る
。
例
え
ば
「
孟
母
三
遷
」

「
孟
母
断
機
」「
囊
蛍
映
雪
」「
三
十
而
立
、
四
十
不
惑
」
な
ど
、
学
問
を
勧
め
人
生
を
励
む
名
句
で
あ
る
。
こ
う
し
た
中
国
典
故
は
、
教

育
を
重
視
し
出
世
意
識
が
強
か
っ
た
明
治
社
会
の
現
状
に
ふ
さ
わ
し
い
と
考
え
ら
れ
る
。

第
二
に
、
子
規
は
少
年
時
代
か
ら
儒
家
思
想
の
影
響
を
受
け
な
が
ら
、
荘
子
の
思
想
を
も
受
容
し
た
。
だ
が
、
量
的
に
は
、
儒
家
の
書

籍
に
取
材
し
た
漢
詩
は
多
か
っ
た
。
一
方
で
、
荘
子
と
そ
の
思
想
に
関
わ
る
漢
詩
は
殆
ど
病
弱
で
臥
床
し
た
時
期
に
集
ま
っ
た
と
言
え

る
。
そ
れ
は
、
李
白
な
ど
の
中
国
文
人
の
歩
ん
で
き
た
道
と
同
様
で
は
な
い
か
。
つ
ま
り
、
彼
ら
は
不
遇
あ
る
い
は
病
弱
な
ど
の
原
因
で

立
身
出
世
の
人
生
観
に
つ
な
が
る
儒
家
思
想
か
ら
次
第
に
無
為
隠
遁
の
道
家
思
想
へ
と
変
わ
っ
た
。
そ
れ
は
中
国
古
代
の
イ
ン
テ
リ
階
層

の
宿
命
的
な
軌
跡
で
も
あ
る
。
当
時
の
子
規
の
中
国
思
想
へ
の
関
心
に
は
、
そ
う
し
た
思
想
的
な
軌
跡
を
辿
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
三
に
、
子
規
は
『
三
国
志
』『
史
記
』
な
ど
の
歴
史
の
書
籍
を
愛
読
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
李
白
、
杜
甫
、
王
維
な
ど
の
大
詩
人
に

も
大
き
な
関
心
を
寄
せ
た
。
彼
は
自
分
の
憧
れ
た
中
国
詩
人
に
学
び
、
政
治
的
思
想
的
な
も
の
を
避
け
て
、「
三
顧
茅
廬
」「
赤
壁
之
戦
」

な
ど
の
歴
史
事
件
を
通
し
て
叙
事
的
叙
情
的
な
も
の
を
詠
ん
で
い
た
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
思
想
よ
り
も
抒
情
を
大
切
に
し
た
と
こ
ろ

に
子
規
漢
詩
の
特
徴
が
見
ら
れ
る
。
そ
れ
は
白
居
易
や
王
維
な
ど
の
文
芸
観
に
通
底
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

な
お
、
子
規
の
俳
句
に
も
漢
文
学
の
影
響
が
あ
る
が
、
そ
れ
に
つ
い
て
は
、
さ
ら
に
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

〔
付
記
〕
正
岡
子
規
の
漢
詩
は
『
子
規
全
集
』
第
八
巻
（
講
談
社
、
昭
和
五
一
年
七
月
）
に
拠
っ
た
。
但
し
、
原
則
と
し
て
旧
字
体
を
新
字
体
に
改
め
た
。

ま
た
本
稿
の
【
典
拠
解
釈
】
は
、
加
藤
常
賢
・
水
上
静
夫
著
『
中
国
故
事
成
語
辞
典
』
新
訂
版
（
角
川
書
店
、
昭
和
五
七
年
一
一
月
）
と
、『
新
釈

漢
文
大
系

第
58
巻

蒙
求
』（
明
治
書
院
、
昭
和
四
八
年
八
月
）
を
参
考
に
し
た
。
な
お
、
本
稿
は
平
成
二
六
年
四
月
か
ら
九
月
ま
で
、
筆
者
が

皇
學
館
大
学
に
客
員
研
究
員
と
し
て
滞
在
し
た
と
き
の
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
帰
国
に
あ
た
り
、
同
年
九
月
二
六
日
（
金
曜
日
）、
研
究
報
告
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会
を
催
し
て
頂
い
た
。
そ
の
際
に
各
先
生
方
よ
り
貴
重
な
示
唆
、
ご
意
見
を
頂
き
、
本
稿
を
成
す
こ
と
が
で
き
た
。
報
告
会
の
御
世
話
を
し
て
く

だ
さ
っ
た
研
究
開
発
推
進
セ
ン
タ
ー
・
副
セ
ン
タ
ー
長
の
荊
木
美
行
教
授
を
は
じ
め
諸
先
生
方
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

（
ち
ょ
う

ぶ
ん
こ
う
・
河
南
師
範
大
学
教
授
）
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